
氏名

ｴﾝﾄﾞｳ ﾏﾐ 所属 分野

職名 助教

最終学歴 学位

学科・院の別

2 単位 6.0 時間 時間 歯学科

1.5 単位 時間 12.0 時間 歯学科

2 単位 時間 60.0 時間 歯学科

4 単位 時間 24.0 時間 大学院

4 単位 時間 24.0 時間 大学院

遠藤 眞美

講義時間数

高齢者歯科学

専 門 分 野

高齢者歯科学

生体機能制御学講座 摂食機能リハビリテーション学分野

実習時間数

日本大学大学院松戸歯学研究科 博士（歯学）

障害児・者，有病者，高齢者，要介護高齢者の歯科治療・摂食嚥下リハビリテーション・口腔ケア,	
 国際歯科保健

教室配属

摂食機能ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学ﾍﾞｰｼｯｸ

摂食機能ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

研 究 分 野 口腔ケアの客観的評価法確立，専門的口腔ケア実施方法策定，新しい嚥下補助床の開発，国際歯科保健

大学運営における主な役
職履歴（過去 5年間）

教 育 実 績

担当講座名称 単位数

研 究 業 績

研究課題

課題名

キーワード
ヘルスプロモーション，障害者歯科，高齢者歯科，口腔ケア，摂食嚥下リハビリテーション

国際歯科保健活動の立案・効果検討

要介護高齢者，障害児・者における口腔粘膜状態の病理学的把握

専門的および日常的口腔ケアアセスメント方法の確立

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

日本障害者歯科学会，日本摂食・嚥下リハビリテーション学会，日本口腔衛生学会，日本口腔ケア学会，日本老
年歯科学会

遠藤眞美：コトバを読む、データを読む　口腔ケア(解説)，歯界展望，総説，948-949，2010．

遠藤眞美，野本たかと，他：知的障害者通所施設職員に対する摂食・嚥下リハビリテーションに関する調査‐食事指導開始3
年後の知識・意識・態度について‐，ヘルスサイエンス・ヘルスケア，9巻，81-90，2009.

遠藤眞美（高柳篤史編）：患者さんに実感（体験・体感）してもらおう、別冊歯科衛生士患者さんのモチベーションをあげる
１５のアドバイス‐なんで磨いてくれないの？‐、クインテッセンス出版、30-35、2009年

Mami	
 Endoh，Hiroyuki	
 Okada,	
 et	
 al：Cytological	
 Diagnosis	
 for	
 the	
 Dependent	
 Elderly	
 by	
 Using	
 Oral	
 Smear	
 ‒For	
 the
Method	
 to	
 Evaluate	
 Oral	
 Mucosa-，	
 Dentistry	
 in	
 Japan，158-161，2007．

遠藤眞美：	
 フェニトイン歯肉増殖症の病理組織学的および免疫組織化学的検索	
 主としてコラーゲン線維について，日大口腔
科学，31，123-137，2005．

産学官連携実績 （主
要 ３ 件 ）

（ 主 要 ５ 編 ）

（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

産学官連携 可
能 ・ 希 望 分 野

専門的口腔ケアの効果の客観的評価方法の作成

口腔ケア/摂食・嚥下リハビリテーションに関する意識・知識調査および教育方法の検討

専門的および日常的口腔ケアグッズの開発・検討

嚥下障害児・者に対する新しい嚥下補助床の応用・開発

嚥下障害児・者に対する新しい嚥下補助床の応用・開発

(５つまで)

共同研究等の
実績

（著書・発表論文等）


